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交
通
政
策
基
本
法
及
び
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化

基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
七
十
三
号

交
通
政
策
基
本
法
及
び
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強

靱
化
基
本
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
交
通
政
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

交
通
政
策
基
本
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
進
展
」
の
下
に
「
、
人
口
の
減
少
」
を
加
え
、「
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
」
を
「
並
び
に
地

域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
社
会
の
維
持
及
び
発
展
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
当
た
っ
て
は
」
の
下
に
「
、
国
土

強
靱じ
ん

化
の
観
点
を
踏
ま
え
」
を
、「
こ
と
」
の
下
に
「
等
を
通
じ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
の
持
続
可
能
性
を
確

保
す
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
中
「
国
は
」
の
下
に
「
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
人
口
の
減
少
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、
国
民
の
交
通
に
対
す
る
需
要
が
多
様
化
し
、
又
は
減
少
す
る
状
況
に
お
い
て
も
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
の
一
部
改

正
）

第
二
条

強
く
し
な
や
か
な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靱
化
基
本
法
（
平
成

二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

前
文
の
う
ち
第
二
項
中
「
お
そ
れ
が
あ
る
」
の
下
に
「
。
ま
た
、
近
年
、
地
震
、
台
風
、
局
地
的
な
豪
雨
等
に
よ

る
大
規
模
自
然
災
害
等
が
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
二
号
中
「
国
家
」
を
「
行
政
、
情
報
通
信
、
交
通
そ
の
他
の
国
家
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中「
よ
り
」

の
下
に
「
、
地
域
の
活
力
の
向
上
が
図
ら
れ
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
十
二
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

法
律
第
七
十
四
号

種
苗
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
二
条
の
二
」
に
、「
第
五
十
七
条
」
を
「
第
五
十
七
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
品
種
登
録
出
願
」の
下
に「（
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
品
種
登
録
の
出
願
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
品
種

登
録
出
願
に
係
る
品
種
（
以
下
「
出
願
品
種
」
と
い
う
。）と
公
然
知
ら
れ
た
他
の
品
種
と
の
特
性
の
相
違
の
内
容
及

び
程
度
、
こ
れ
ら
の
品
種
が
属
す
る
農
林
水
産
植
物
の
種
類
及
び
性
質
等
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
品
種
登
録
出
願
に
係
る
品
種
（
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、同
条
第
二
項
中「
さ

か
の
ぼ
っ
た
」
を
「
遡
っ
た
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

出
願
者
が
保
持
し
て
い
る
と
思
料
す
る
出
願
品
種
の
特
性

第
五
条
第
二
項
中
「
写
真
」
の
下
に
「
そ
の
他
出
願
品
種
が
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
特
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を

証
す
る
資
料
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
四
万
七
千
二
百
円
」
を
「
一
万
四
千
円
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
従
業
者
等
は
」
を
「
第
二
項
後
段
及
び
前
項
の
規
定
は
」

に
改
め
、「
を
し
た
と
き
」
の
下
に「（
第
二
項
の
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
は
、
使
用
者
等
に
対
し
、
そ
の
職
務
育
成

品
種
に
よ
り
使
用
者
等
が
受
け
る
べ
き
利
益
の
額
及
び
そ
の
職
務
育
成
品
種
の
育
成
が
さ
れ
る
に
つ
い
て
使
用
者
等
が

貢
献
し
た
程
度
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
る
対
価
の
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
に
つ
い
て
準
用
す
る
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

職
務
育
成
品
種
に
つ
い
て
は
、
契
約
、
勤
務
規
則
そ
の
他
の
定
め
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
使
用
者
等
が
品
種
登
録

出
願
を
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
き
は
、
当
該
職
務
育
成
品
種
に
係
る
品
種
登
録
を
受
け
る
地
位
は
、
当
該
使
用

者
等
が
有
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
従
業
者
等
は
、
相
当
の
金
銭
そ
の
他
の
経
済
上
の
利
益
（
次

項
に
お
い
て
「
相
当
の
利
益
」
と
い
う
。）を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
相
当
の
利
益
の
内
容
は
、
そ
の
職
務
育
成
品
種
の
育
成
に
よ
り
使
用
者
等
が
受

け
る
べ
き
利
益
の
額
、
そ
の
育
成
に
関
連
す
る
使
用
者
等
の
負
担
及
び
貢
献
の
程
度
並
び
に
従
業
者
等
の
処
遇
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
条
約
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

（
公
共
交
通
機
関
に
係
る
旅
客
施
設
等
の
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
）

第
十
七
条
の
二

国
は
、
国
民
が
安
全
に
か
つ
安
心
し
て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
公
共
交
通
機
関
に
係
る
旅
客
施
設
及
び
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
安
全
及
び
衛
生
の
確
保
の
支
援
そ
の
他
必
要

な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
前
二
条
」
を
「
前
三
条
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
活
性
化
」
の
下
に
「
、
地
域
社
会
の
維
持
及
び
発
展
」
を
、「
形
成
」
の
下
に「（
基
幹
的
な
高
速
交

通
網
の
形
成
を
含
む
。）、
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
確
保
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
中
「
強
化
」
の
下
に
「
、
人
材
の
確
保
（
こ
れ
に
必
要
な
労
働
条
件
の
改
善
を
含
む
。）の
支
援
」
を

加
え
る
。

第
二
十
二
条
中
「
国
は
」
の
下
に
「
、
国
土
強
靱
化
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
の
社
会
経
済
活
動
の
持
続
可
能
性
を

確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
」
を
加
え
る
。
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